
 

 神戸市中学生バドミントン選手権大会 要項  
                                 (含：審判講習会、指導者講習会 )  

１、主   催     

神戸市バドミントン協会（協力：神戸市中体連バドミントン部）  

 

２、後   援     

神戸市バドミントン協会  

 

３、日   時     

令和 6 年 8 月 17 日（土）  予備日：なし  

         8： 45～開場・受付   8： 55～監督会議   

9： 10～審判講習会・指導者講習会  16： 10 頃  最終コール  

 

        

４、会   場  

   神戸市立王子スポーツセンター体育館  （神戸市灘区青谷町１－１－１）  

 

        

５、大会規定   

 （１）種   目【学年別】  

1(7)年男子・女子シングルス、  

    2(8)年男子・女子シングルス、 2(8)年男子・女子ダブルス  

    ※ダブルスに 1(7)年を出場させる場合は、 2(8)年と 1(7)年が組む場合の１名のみ  

認める。  

    ※シングルスとダブルスを兼ねることは認めない。  

  

（２）競技様式【トーナメント方式】  

    全ての試合を 21 点 3 ゲームで行う。（上限を 30 点とする）  

    ファイナルのチェンジコートは 11 点で行う。その際インターバルは 120 秒とする。  

 

 （３）参加資格    

神戸市在学の保護者・本人の希望した中学 1(7)年生と 2(8)年生に限る。  

    また、シングルス・ダブルスともに主審・線審ができる者とする    

 

（４）服   装    

上下とも運動に適したもの (背中に団体名・個人名を示すゼッケンを必ずつける。 )  

                  （公財）日本バドミントン協会の規定を基調とする。 

 

 （５）表   彰   なし※打ち切りもあります。  

 

 

６、そ  の  他    

①引率は必ず中学校顧問または引率責任者が行うこと。  

  ②この大会の結果は、原則他の大会に影響を与えないものとする。  

          

 

 

 



そ   の   他    注    意    事    項  

１． 競技 上の 注意  

 ・ コー ルが あっ たら 、 3 分 以内 にコ ート に 入る こと 。入 らな けれ ば失 格と なる 場合 もあ る。  

 ・ 選手 は背 中に ゼッ ケン をつ ける 。（ 校名 、個 人名 入り で見 やす いこ と。 ）  

 ・ 試合 前の 試合 形式 によ る 2 ミス を認 める 。  

 ・ 主審 の認 めた 以外 の中 断は 一切 認め ない 。汗 ふき 、ヒ モの 締め 直し は審 判に 断っ た後 とす る。  

・ベ ンチ 入り でき るの は、 監督 （顧 問） ・代 表者 また は登 録コ ーチ と 1 名（ 記録 係） 、あ るい は  

選手 2 名 まで 。  

 ・ 全て の試 合を 2 1 点 3 ゲー ムで 行う 。（ 上限 を 3 0 点 とす る）  

 ・ 試合 前に 選手 はジ ャン ケン を行 い、 勝者 はコ ート かサ ービ スレ シー ブの どち らか を選 べる 。  

敗者 は勝 者が 選ば なか った 方を 選ぶ こと がで きる 。  

 ・ ファ イナ ルゲ ーム のチ ェン ジコ ート は 1 1 点で 行う 。そ の際 イ ンタ ーバ ルは 1 2 0 秒と する 。    

 ・ 試合 が終 了し て、 同一 選手 の次 の試 合を コー ルす るま での 間隔 は 1 0 分 以上 あけ る。  

 

 

２． 審判 上の 注意    

 ・ 敗者 審判 制で す。 敗者 が主 審を する 。得 点板 係を つけ るこ と。 （ 1 巡 目 は 本 部 が 指名す る ）  

 ・ 敗 者 は そ の コ ー トで 審 判 を す る 準備 を 整え 、 次 の 試 合 の選 手 を待 つ こ と 。  

 ・ 試 合 の 審 判 用 紙 は、 試 合 の 行 う 選手 が 本部 よ り 受 け 取 り、 試 合コ ー ト ま で 持 って い くこ と 。  

・試 合後 、勝 者は 審判 から 審判 用紙 を受 け取 り、 勝者 サイ ンを 行う 。  

 ・ 審 判 が 終 了 し た ら、 そ の 試 合 の 審判 用 紙を 本 部 ま で 持 参す る 。  

 ・ 敗者 審判 は主 審名 を記 入し 、線 審の 確認 と対 戦相 手の 名前 を確 認し て審 判を 始め る。  

 ・ 厳正 公正 にそ の任 務に 当た る。 特に カウ ント やア ウト のコ ール はは っき り大 きな 声で 行う 。  

 ・ 競技 規則 に忠 実に 。サ ービ ス ､  フォ ルト ､  レ ット ､  プレ ー継 続 、不 品行 なふ るま いな どに 関す  

  る項 目（ 条項 ）に 精通 して おく 。特 に下 記の 事項 は、 注意 して 審判 をす る。  

    ①故 意の プレ ーの 中断 （審 判に 断ら ない 汗ふ き、 靴ひ もの 締め 直し ）の 禁止  

    ②イ ンタ ーバ ル以 外の 監督 や応 援者 の指 示や 助言 を受 ける こと の禁 止。  

 ・ サー ビス の際 のフ ット フォ ルト など は最 初に 警告 し、 その 後フ ォル トと する 。  

・シ ャト ルの 交換 は主 審の 承認 が必 要。  

 ・ コー トが 汚れ たり 、濡 れた りし たと きの 処置 は主 審の 判断 で。  

 ・ イン プレ ー中 に隣 のコ ート から シャ トル が入 って 、直 接プ レー ヤー に影 響が あっ た、 また は、  

  ある 場合 はレ ット とす る。  

 ・ いか なる 場合 も「 抗議 」や 「異 議」 は認 めな い。 質問 のあ ると きは 一応 申し 出る 形で 。  

 ・ 生徒 の敗 者審 判制 であ るた め、 トラ ブル も考 えら れる が、 その 時は 本部 の競 技委 員と 審判 長で  

  判断 する 。        

・線 審の 位置 は正 式ル ール の対 角線 で行 う。  

 ・ 線審 は互 いの ベン チの 反対 方向 に入 り、 ユニ フォ ーム か学 校指 定の 体操 服着 用者 に限 る。  

 ・ 線審 は「 イン 」「 アウ ト」 の判 定を のぞ き込 むよ うに 見て 行う こ と 。  

 

 

３． 会場 使用 上の 注意  

 ・ 靴は 屋外 用、 室内 用の 区別 をは っき りつ ける 。  

 ・ 競技 場フ ロア ー内 での 飲食 は厳 禁 と する 。ゴ ミは 各自 で責 任を もっ て持 ち帰 る。  

 ・ 利用 させ ても らっ てい る最 低限 のマ ナー 、エ チケ ット は守 る。 ※駐 車場 での アッ プは 認め ない  

 ・ア ップ は競 技フ ロ アの 南側（ 本部 の対 面 ）もし くは 体育 館の 北 側（外 の公 園）で 行う こと。競技  

フロ アで はラ ケッ トの 使用 不可 。外 の公 園は 周り に十 分注 意し ての ラケ ット の使 用は 可。ただ し、 

使用 状況 によ って は使 用禁 止に する 場合 もあ る。  

 ・体育館 の使 用時 間 は 1 7： 0 0 まで です。 1 6： 1 0 頃が最 終コ ール に なり ます。 試合 進行 に 並行 して  

  片付 けを 行う 可能 性が あり ます 。  



４ 、 感 染 ・ 熱 中症 予 防対 策 等  

・気 候上 可能 な限 り一 部の 窓等 を常 時あ け ま す。  

 ・ 試合 前後 の握 手は 行 い ませ ん。  

 ・ 開閉 会式 は実 施 せ ず、 生徒 はフ ロア に座 り最 初の 連絡 事項 、審 判講 習会 を聞 く。  

 ・ 試合 中マ スク は原 則を はず しま す。 それ 以外 のマ スク を着 用 は 任意 です 。  

 ・ 競技 フロ アへ の入 場、 退場 の際 の手 指消 毒は なる べく 行っ てく ださ い 。  

 ・ 参加 当日 、体 調不 良者 は参 加を 見合 わせ てく ださ い。  

 ・ 定期 的に 換気 の為 に試 合進 行を 停止 する こと があ りま す。  

 ・ タイ ムテ ーブ ルを 入れ 替え て、 可能 な試 合を 入れ てい きま す。  

 ・ 選手 に十 分な 水分 補給 を促 す案 内を しま す。  

 ・ 会場 は暑 くな るこ とが 想定 され ます 。十 分な 水分 や体 を冷 やす 用意 をお 願い しま す。  

 ・ 敗者 審判 及び 勝者 サイ ン用 に自 分で 筆記 用具 を用 意し て く ださ い。  

 ・コ ート サイ ドの 荷 物用 カゴ は設 置し ませ ん。荷 物は 必ず 袋に 入 れた り自 分で 用意 した カゴ に入 れ  

たり する など して １つ にま とめ、汗の つい た タオ ルや ラケ ット、水 筒な どを 直接 フロ アに 置か な  

いよ うに して くだ さい 。  

 

 

５． その 他  

 ・ 保護 者な どの イン サイ ドコ ーチ は禁 止 で す。  

 ・ 貴重 品は 各自 ・各 校で 保管 をお 願い しま す。  

・昼 食時 間は 特に 設け ない ので 監督 の指 示か 、各 自で 考え て 摂 って くだ さい 。 (座 席か 外 )  

・個人戦のシングルスにおいて、棄権が出た場合について同校の登録外の選手をオープン参加させる  

 ことができます。※監督会議終了後は不可  

・個人戦のダブルスで一方の選手が参加できない場合は初回戦のみ以下の選手を補充してのオープン  

参加とします。オープン参加の優先順としては以下の通りです。それ以外の場合は本部まで相談し  

てください。※監督会議終了後は不可  

①  登録外の選手  ②  シングルに登録している選手  ③  他のダブルスの選手   

・そ の他 は監 督会 議に おい て決 定 し ます 。  

 


